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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、アーティキュレーション(教育機関内外での連携）が欠如している
という日本語アセスメントの課題をふまえ、妥当性の高いアセスメント（評価）の実施 とその結果の共有を可
能とするシステムを構築することであった。主な研究成果としては、１．日本語の読みの流暢さ測定ツールの開
発とオンライン公開、２．発音評価システムの開発と妥当性検証、３．外国人児童に対する指導記録を活用した
評価法の提案、４．外国人児童生徒を対象としたテスト実施者養成のための自己評価項目の作成、５．アカデミ
ックスキル（論文執筆）自己評価プログラムの公開と修正、６.アカデミックスキル（ゼミ発表）自己評価の効
果検証、が挙げられる。

研究成果の概要（英文）：The goal of this study is to develop a system that enables the 
implementation of highly valid assessment and the sharing of results given the challenge of lack of 
articulation which is the internal and external collaboration by educational institutions) faced by 
Japanese language assessment is lacking. The primary achievements of this study include 1) 
development and online release of a tool for measuring reading fluency in Japanese, 2) development 
of a pronunciation assessment system and verification of its validity, 3) proposal of an assessment 
method that makes use of teaching records on foreign schoolchildren, 4) creation of self-assessment 
items for training examiners for foreign schoolchildren, 5) release and modifications of an academic
 paper writing skill self-assessment program, 6) verification of efficacy of academic presentation 
skill self-assessment.

研究分野： 日本語教育学、言語評価

キーワード： 言語評価　アーティキュレーション　アセスメント　テスト開発　テスター養成　Can-do　DLA　アカデ
ミックスキル
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１．研究開始当初の背景 
 近年、日本語教育分野におけるアーティキ
ュレーション（言語の習得目標達成のための
カリキュラム、インストラクション、異なる
レベル間の連続性、連携、同じプログラム内
のクラスの連続性、一貫性）の欠如が指摘さ
れている。そのため、J-GAP（Japanese Global 
Articulation Project）などによるアーティキュ
レーション達成を目指した取り組みが世界
的に注目されている。しかし、主に取り上げ
られているのは習得目標やインストラクシ
ョンの提案と共有にとどまっている。提案さ
れた習得目標が達成されているか、真にアー
ティキュレーション達成を実現するものか
等を裏付ける日本語アセスメントに関する
議論は行われていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、上記の課題をふまえ、妥当性
の高いアセスメント実施とその結果の共有
を可能とするシステム構築を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、二つの事業、 

(1)成人日本語学習者を対象としたアセス
メント（読解・多読・速読、論文執筆、ゼミ
発表、発音、CLIL： Content and Language 
Integrated Learning）の実施支援 

(2)外国人児童生徒を対象とした日本語ア
セスメント（外国人児童生徒のための JSL 対
話型アセスメント DLA、テスター養成、指導
記録、語彙の難易度）の実施支援 
に焦点化し、国内外の教育機関において、

様々な背景を持つ教員と学習者を対象に、シ
ステム構築のための基礎研究およびシステ
ム運用の評価を実施し、その成果の一部を公
開した。以下の研究成果に関する研究方法の
詳細は、後述の雑誌論文等を参照されたい。 
 
４．研究成果 

(1)成人日本語学習者を対象としたアセス
メントに関する研究成果としては、以下の 8
点があげられる。 
①読みの流暢さ測定ツールの開発と公開 
初級修了レベルに統制した「日本語テクス

ト」と「4 肢選択式の内容理解問題 13 問」の
3 カ国語版（日本語、英語、中国語）を 10 セ
ット作成した。次に、様々な背景を持つ日本
語学習者延べ 308 名（初級修了～上級レベル、
15 カ国以上）を対象にパイロット調査を実施
した。読み速度、内容理解問題の正答率、テ
クストに対する評定（内容を知っていたか、
内容の難易度と面白さ）等のデータの記述統
計量と古典的テスト理論を用いたアイテム
分析の結果から、より妥当性の高い内容理解
問題 10 問（弁別指数と点双列相関係数が .40
以上）を精選することができた。2017 年 3 月
現在、同様の手順で中級レベルの測定ツール
の開発に着手した。 

 

②一般の母語話者の音声評価システムの
開発 
日本語学習者の発音の評価システムを開

発することを目的とし、評価者の属性や環境、
解釈などの影響を抑えうる、より厳格な評価
方法として、一対比較法を採用した。また、
クラウドソーシングを取り入れることによ
り個々の評価者の作業負担を軽減した。収集
した評価データを、多次元尺度構成法の一つ
である mdpref（Multidimensional Preference 
Scaling）の最尤解で計算したことにより、不
特定多数の母語話者が学習者の発音を評価
する際の観点を、多元的に把握できることが
示唆された。 

 
③読解問題自動生成システム β 版の公開 
任意のテクストを入力することで，内容理

解問題（「名詞・動詞句補充問題」「会話文並
び替え問題」「高頻出語補充問題」）を自動的
に生成するシステムを開発した。このシステ
ムを活用することにより，教師による読解テ
スト開発支援だけでなく，学習者自身による
自律的な読みの学習支援が可能となる。 

 
④読解マテリアル作成補助ツールとして

の日本語テクスト語彙・漢字分析器 J-LEX
（ http://www17408ui.sakura.ne.jp/index.html ）
への日本語教科書辞書の実装 
ウェブサイト J-LEX とは、語彙頻度プロフ

ァイルおよび語彙階層分析によって、テクス
トのジャンル別の語彙頻度レベルを示すこ
とができるシステムである。同 J-LEX に国内
外で広く使用されている日本語初級教科書
『げんき』の語彙リストを実装し、『げんき』
に準拠したテスト問題作成支援を実現した。 

 
⑤Can-do リストを用いたアカデミックス

キル（論文執筆）自己評価プログラムの公開
と修正 
研究論文に取り組む留学生のための

Can-do リストを開発することを目的とした。
先行研究から抽出した Can-do リストを用い
て、専門家による修正およびアンケート調査
によるリスト項目の精選を行ったうえで、オ
ンラインで自己評価ができるシステムを公
開した。 

 
⑥CLIL におけるアセスメントの効果検証 
日本語教育における CLIL のカリキュラム

構築とその教育効果の検証及び、教材化を目
的とし、CLIL 授業内の課題である、分担読
解，プレゼンテーション，期末レポート，ポ
ートフォリオ等を評価する際に用いる評価
ルーブリックの開発と妥当性の検証を行っ
た。 
 
⑦日本語プレースメントテストに関する

展望と妥当性検証 
日本語プレースメントテストの現状と課

題について展望論文を執筆した。また、岡山



大学の日本語コースのプレースメントテス
トをラッシュモデルによって検証した。受験
者は国内の大学の日本語プログラムに在籍
する留学生 487 名である。分析の結果、改訂
の意図通り改訂版のほうが旧版よりテスト
の難易度が高いことが確認された。一方で、
問題文のルビの削除を行った改訂について
は、削除によって難易度が変化したとは言え
ないこと、改訂版テストの難易度は受験者の
能力に比べて依然低く、難易度の高い項目を
増やす必要であることなど、今後改訂すべき
点も明らかになった。 
 
⑧日本語初級文法の難易度評定によるシ

ラバス検討 
日本語教師の主観的な判定をもとに、学習

者が必要としている初級の文法資源を特定
することを目的とした。日本語母語話者 160
名（うち日本語教師 80 名）を対象とし、初
級文法項目の必要度を問う質問紙調査を実
施した。その判定に影響を与える要因（教師
経験の有無、所属・教育年数などの教師の特
性）についても検討した。分析の結果、日本
語教師がコミュニケーションに役立つと考
えている初級文法項目をリスト化すること
ができた。また、教師経験の有無や教師の特
性は初級文法項目の必要度判定にあまり影
響しないが、日本語教師は文法シラバスを必
要度、困難度、使用頻度という複数の観点で
とらえていることが示唆された。 

 
(2) 外国人児童生徒を対象とした日本語ア

セスメントに関する研究成果としては、以下
の 5 点があげられる。 
①外国人児童に対する指導記録のデータ

ベース化 
日本語教室の指導記録をデータベース化

した。中石ゆうこ氏（県立広島大学）と建石
始氏（神戸女学院大学）の協力を得て、デー
タベース中から語彙リストを抽出したうえ
で、既存の語彙リストとのマッチングを行い、
小学３年生のつまずき言葉を精選した。 
 
②小学 3 年生のつまずき言葉に対する難易

度評定とシラバス検討 
日本語母語話者 98 名（うち日本語教師 43

名）を対象とした質問紙調査を実施し、上記
①で精選した小学３年生の CLD 児童がつま
ずく 214 語を困難度順にリスト化することが
できた。また、日本語母語話者は、カテゴリ
ー「難語」、「学習語」、「算数」、「国語」、「教
科共通語」、「日常語」の順で、難しいと判定
することが分かった。さらに、教師歴（CLD
児童に対する指導経験と教員の在籍学級）は
語彙の困難度判定にあまり影響しないこと
が示唆された。 
 
③テスター養成を目的とした外国人児童

生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA
（以下、DLA）の談話分析 

DLA の談話分析により、テスターと外国人
児童生徒の談話構造を解明することを目的
とした。テスター3 名、16 本の DLA のリテ
リングデータ（中国ルーツ 6 年生）を分析し
た結果、ポーズ、上昇イントネーション、「思
い出せない」という児童の発話など、言語的
挫折とみられる地点を手掛かりに、テスター
は様々な足場かけを実施していることが分
かった。今後の課題として、足場かけの効果
的な配列、内容を特定する質問の質などの解
明が挙げられる。 
 
④DLA テスター養成のための Can-do リス

トの開発 
DLA の開発に関わり、テスター研修会を実

施しているベテランテスターを対象に、半構
造化インタビューを実施し、DLA テスター養
成のための Can-do リストを作成した。2017
年 4 月現在、作成したリストの妥当性を検証
するため、DLA テスター研修会の参加者 45
名を対象にオンラインで調査を実施し、デー
タ分析を行っている。 
 
⑤DLA＜話す＞の妥当性検証 
一般化可能性理論を用いて、DLA＜話す＞

の評定に、児童、評定者、評価項目というそ
れぞれの要因や交互作用がどの程度影響を
及ぼすのか、DLA＜話す＞の評定において十
分な信頼性を得るためにはどの程度の評定
者数、項目数が適切か、について検討した。
分析の対象は、小学 3 年生 15 名 を対象に行
った、DLA＜話す＞のデータを評価者 2 名が
評価したものである。分析の結果、信頼性の
ある評価を行うためには、評定者が 5 名の場
合に 12 項目以上、評定者が 6 名の場合に 9
項目以上、評定者が 7 名の場合には 7 項目以
上が必要であること等が明らかになった。 

 
以上(1)(2)の研究成果の一部を公開するウ

ェブサイトを作成した（下記［その他］欄を
参照）。 
今後の課題として、当初予定していた、各

アセスメントの統合およびシステム全体の
妥当性検証に至っていないことが挙げられ
る。各アセスメントを統合したシステムを構
築し、システムの検証実験を行った上で、学
習者用ポートフォリオ（パーソナルファイ
ル）のオンライン公開を目指す。これが実現
すれば、学習者自身が自律的にアセスメント
を活用し、日本語学習に取り組むことが可能
となる。また、日本語教員や教育機関に対し、
パーソナルファイルを提供することにより、
習得目標やインストラクションの評価、ひい
ては、アーティキュレーションの達成に寄与
できるものと考える。 
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